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１．はじめに 
畜産業は私たちの生活を支える重要な産業であり[1]，

持続可能な畜産管理を実現するためには，飼育される動

物の健康と安全を確保することが極めて重要である．特

に, 農場に侵入する害獣は様々な病原菌の保因者であり, 

細菌やウイルスを媒介して家畜に感染症をもたらす[2]．

そのため、家畜を感染症から守るためには害獣の侵入対

策が求められる． 

そこで本研究では，AI を用いて害獣をリアルタイムで

検知し，動的な追尾および害獣の種類に応じた信号生成

可能にするシステム構築を目指す． 

AI にはあらかじめ害獣の画像を学習させておき、カメ

ラ範囲内で害獣検知すると音信号を出力し、逃げない場

合は光信号を照射し忌避行動を誘発する．(図 1 参照) 

これにより，害獣が信号に慣れるリスクを軽減し，家

畜の健康を守るとともに，畜産業の経済的損失を防ぐこ

とが期待される． 

 

図 1. 害獣検出による動的な音響光学信号生成システム 

 

2．提案手法 
本研究では，現状の害獣対策が抱えるコスト・労力・

生態系への悪影響という課題を解決するため，新たな害

獣対策システムを提案する． 

このシステムは(1)カメラを用いた害獣検知、(2)動き

に応じたリアルタイム追跡、(3)動的な信号生成、(4)フ

ィードバック制御という 4 つのプロセスから構成され、

状況に応じて制御を変えるため、害獣に対し、精度の高

い適応的な対策を可能とする．(図 2 参照) 

 

 

図 2. システムのフローチャート  

 

3．評価実験及び考察  
大きさが 60cm×30cm の物体を検知範囲の四隅の位置

に配置し，検知した物体に対してそれぞれの位置で旋回

追尾をそれぞれ 10 回ずつ行い，各方向への回転角度を

計測することで，追跡精度の検証を行った．結果として，

横回転（x 軸方向）は誤差の範囲が約 5°，縦回転（y 軸

方向）の誤差の範囲は約 2°であることが確認できた．

(図 3 参照) 

この結果から，本システムが対象物を追尾できる性能

があることが示された．  

図 3-1. x 軸方向の回転角度   図 3-2. y 軸方向の回転角度  

 

また、本システムが害獣に対してどの程度の忌避効果

を発揮するかの検証実験を実施した． 

実験中，本システムは実際にネコを検知し音響信号を

照射したが，ネコは音に対して明確な反応を示さなかっ

た．信号を光に切り替えたところ，ネコは光学信号に対

し忌避反応を示し，害獣の反応が示した状態に応じた信

号の動的調整が有効であることを示唆した．(図 4 参照) 

 

 

図 4. 実験での様子 

 

4．結言 
本研究では，畜舎への害獣について画像認識を用いて

監視し，それらを追跡して追い払うための音響光学信号

を生成するシステムを提案した．本システムは，AI を用

いて害獣を検出し，信号を生成・変更する機能を備えて

おり，従来の固定的な害獣対策装置と比較して，忌避効

果を長期的に維持できることが期待される． 

今後は害獣の種類を判別するアルゴリズムの改良を進

め，それぞれの動物に最適化された信号を生成・照射す

ることでシステムの有効性をさらに向上させる予定であ

る．また，光や音声以外の刺激を組み合わせた多様な信

号生成を検討することで，長期的かつ効果的な害獣対策

システムの実現を目指す．  
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